
1 

 

令和６年度（2024年度） 

北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョンの取組状況 

 
令和８年（2026年）３月  

経済部 AI・DX推進局次世代半導体戦略室  

 

「北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン」に基づき、半導体関連産業の振興に関する令和６

年度（2024年度）の取組状況をまとめた。 

 

Ⅰ 令和６年度（2024年度）の道の主な取組について                

 

方針１ 半導体関連産業の集積 

①受入環境の整備 

●用排水施設、周辺道路等の各種インフラ整備 

➢ 街路事業受託事業【建設部】 

千歳市が整備する美々南通のうち、国道 36号から半導体製造拠点までの区間の工事等

を道が受託し、道路工事を進めるために必要な地質調査や道路及び橋梁設計を実施。 

 

➢ 苫小牧地区工業用水道配水施設建設事業【企業局】 

ラピダス社の次世代半導体製造工場への工業用水道供給のため、延長約 22kmに及ぶ配

水管と中継ポンプ場の整備事業を実施。配水管は約７km分が完成したほか、中継ポンプ

場について現地測量及び実施設計を実施。 

 

   ●複合拠点の実現に向けた製造、研究、人材育成等の関係者によるネットワーク化 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】 

道内の半導体エコシステムの構築に向け、AI・半導体人材の育成を通じた地域産業の活

性化プロジェクト（旭川）や、デジタル人材の育成を通じた地域課題の解決プロジェクト

（函館）などを実施。 

 

○洋上風力をはじめとする再エネの開発 

➢ 地域新エネルギー導入調査総合支援事業【経済部】 

地域における新エネルギーの導入の加速化を図るため、市町村が策定している新エネル

ギー導入拡大のための計画等に基づいた導入可能性調査等を支援。 

◼ 支援件数：３件 

 

➢ 新エネルギー導入促進支援事業【経済部】 

地域における新エネルギーの導入の加速化を図るため、地域脱炭素に向けた市町村等の

取組の掘り起こしや事業・収支計画の策定等を総合的に支援。 

◼ 専門家（コーディネーター）派遣：18市町村 

 

➢ 新エネルギー設備等導入支援事業【経済部】 

地域における新エネルギー導入の加速化を図るため、新エネルギー導入の設計や設備

導入を支援。 

◼ 設計支援：３件 

＜凡例＞ 

● : 今後５年間で実施する事業 

○ : 上記以外の事業 
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◼ 設備導入支援：市町村等６件、法人事業者等７件 

 

➢ ゼロカーボン地域プロジェクト支援事業【経済部】 

市町村と企業が連携して地域のレジリエンス向上となる自立分散型エネルギーシステム

の導入や地域マイクログリッドの構築、実用化目前の新エネルギー技術の開発、地域にお

ける社会実装の取組を支援。 

◼ 支援件数：14件 

 

➢ バイオマス利活用推進事業【経済部】 

バイオマスを活用した地域脱炭素の推進に向け、北海道バイオマスネットワークフォー

ラム 2025を開催。 

◼ 参加者数：113名 

 

➢ 洋上風力発電導入加速化推進事業【経済部】 

洋上風力発電の事業化を目指す地域を対象に、地元で進められている合意形成を支援

するため住民説明会等を開催したほか、洋上風力発電に係る冊子の作成や、理解促進を

図るセミナーを開催。 

◼ 地域勉強会等の開催：６回 

◼ 冊子作成：500部 

◼ 全道規模のセミナー開催：１回 

 

②道内企業の参入促進・取引拡大 

  ●道内企業の半導体関連産業への参入促進を図るセミナーやマッチング等の開催 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

道内企業の半導体関連産業への参入促進や取引拡大に向け、半導体関連産業への参入

を目指す道内企業等を対象としたセミナーを開催。 

◼ 実施回数：３回（函館:11月、札幌:12月、苫小牧:1月） 

 

○道内企業の技術力向上に向けた公設試験場等による技術支援、展示会、交流商談会の開催 

➢ 第 38回北海道技術・ビジネス交流会開催事業費負担金【総合政策部】 

「ITビジネス」、「ものづくり･電気･機械ビジネス」など 7 つのゾーンで、各企業･機

関の新製品や時流に沿った新技術、研究開発製品等の展示商談会等を実施。 

◼ 開催日：令和 6年（2024年）11月 7日～8日（アクセスサッポロ） 

◼ 入場者数：21,261名 

 

➢ 高度技術産業集積活性化事業【経済部】 

「道立工業技術センター」の管理運営を行うとともに、これまで蓄積された技術・人材

等の集積を活用し、新事業創出を促進する取組を実施。 

◼ 個別技術相談：524件 

◼ 巡回技術相談：2件 

◼ 研究開発：10件 

 

○新分野、新事業進出をめざす道内企業の商品やサービス開発等の取組支援 

➢ 中小企業競争力強化促進事業【経済部】 

社会経済情勢の変化（DX・ゼロカーボン推進等）への対応に取り組む中小企業者等の新

分野・新市場等への進出を支援。 
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◼ 支援件数：26件 

 

➢ 高度技術産業集積活性化事業【経済部】（再掲） 

「道立工業技術センター」の管理運営を行うとともに、これまで蓄積された技術・人

材等の集積を活用し、新事業創出を促進する取組を実施。 

◼ 個別技術相談：524件 

◼ 巡回技術相談：2件 

◼ 研究開発：10件 

 

○AI、IoT、ロボット導入による生産性向上に向けた人材育成や専門家の派遣 

➢ ものづくり産業におけるグリーン・デジタル推進事業【経済部】 

脱炭素・DX を推進するセミナー等を実施するとともに、次世代自動車等の環境配慮型

産業への販路拡大、理解促進や人材育成等の取組を実施。 

◼ 商談会等の開催：３回 

◼ セミナーの開催：２回 

◼ 専門家派遣：16社 

◼ 現場見学会等の開催：３回 

 

  ③サプライチェーンの強化 

    ●国内外の展示会への出展や企業立地セミナーの開催、海外プロモーションや投資家の招聘 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

半導体関連産業の集積促進のため、国内外の半導体関連展示会に出展。 

◼ 回数：４回 

・令和６年（2024年）：名古屋（10月）、東京（12月）、台湾（９月） 

・令和７年（2025年）：熊本（２月） 

 

➢ 海外からの投資誘致促進事業【総合政策部】 

本道の優位性が活かせる産業や成長分野をターゲットとして、海外からの投資を呼び込

むため、海外企業等を招へいし、視察や商談支援・海外プロモーション等を実施。 

◼ 海外企業等の招へい数：14件 

◼ 「SEMICON TAIWAN 2024」への出展（令和６年（2024年）９月４日～６日） 

◼ 台湾の半導体関連企業・団体へ向けた投資誘致セミナーを開催 

開催日：令和６年（2024年）９月５日 参加：24社 

 

➢ 空知製造業成長支援・産業集積促進事業【空知総合振興局】 

各種展示会への出展や展示会における情報発信を通じて、国内外の事業者等への PRを

実施。 

◼ 「SEMICON Japan 2024」への参加（令和６年（2024年）12月・東京都） 

◼ 「ENEX 2025」における振興局ブースの出展（令和７年（2025 年）１月・東京都） 

◼ 「北海道そらちビジネスガイドブック」改訂版の作成 

 

➢ 海外からの未来産業・DX/GX投資促進事業【総合政策部】 

米国ニューヨーク州を訪問し、ニューヨーク州経済開発公社等と MOUを締結し、今後の

半導体関連の連携協力の枠組みを構築するとともに、米国や北欧において、本道への

DX/GXなどの投資呼び込み等に係るプロモーションを実施。 
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    ●トップセールスや企業訪問などによる半導体関連企業の誘致 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

知事をはじめとした訪問団で、半導体エコシステムの先進地である米国ニューヨーク州

を訪問（令和６年（2024年）８月）。両地域の半導体エコシステム間の協力を強化する

ため、道、ニューヨーク州経済開発公社、ニューヨーク・クリエイツの三者で MOUを締

結。 

 

➢ 企業立地促進費補助金【経済部】 

本道への企業立地を促進するため、工場等を新増設する立地企業に対し補助金を支給。 

◼ 支給件数：32件 

 

➢ 企業誘致促進費【経済部】 

進出企業のフォローアップや北海道企業誘致推進会議における取組などを通じて、企業

誘致活動を展開。 

 

➢ 環境負荷低減型産業集積・人材育成事業【経済部】 

ものづくり企業関係者を対象に、道内ものづくり企業の技術や本道の立地優位性を PR

するセミナーの開催や展示会に出展。 

◼ 北海道企業立地セミナーの開催 

・東京 ：令和６年（2024年）11月 19日  

参加者 250名（会場参加 112名、オンライン参加 138名） 

・名古屋：令和７年（2025年）２月６日  

参加者 112名（会場参加 69名、オンライン参加 43名） 

・大阪 ：令和７年（2025年）２月 13日  

参加者 110名（会場参加 68名、オンライン参加 42名） 

◼ メッセナゴヤへの出展：令和６年（2024年）10月 30日（来場者 52,742名） 

 

 

方針２ イノベーションの創出 

  ①共同研究体制の整備 

   ●大学の産学連携部門をはじめとする関係機関との連携体制の構築 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

道内の半導体エコシステムの構築に向け、AI・半導体人材の育成を通じた地域産業の活

性化プロジェクト（旭川）や、デジタル人材の育成を通じた地域課題の解決プロジェクト

（函館）などを実施。 

 

   ●国内外の半導体に関する研究開発拠点の誘致 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

半導体関連産業の集積促進のため、国内外の半導体関連展示会に出展。 

◼ 回数：４回 

・令和６年（2024年）：名古屋（10月）、東京（12月）、台湾（９月） 

・令和７年（2025年）：熊本（２月） 

 

➢ 企業立地促進費補助金【経済部】（再掲） 

本道への企業立地を促進するため、工場等を新増設する立地企業に対し補助金を支給。 

◼ 支給件数：32件 
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○産学官の連携による、研究の事業化を支援する「北大リサーチ&ビジネスパーク」構想の推進 

➢ R&BP協議会負担金【総合政策部】 

「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想」を推進させるため、プロジェクトの情報共有

や研究成果マッチング、立地促進の広報、フォーラム等を実施。また、産学官連携に関

わるコーディネーター人材の育成を目的としたセミナー等を実施。 

◼ 案件検討会議の開催：４回 

◼ 地域交流会の開催：令和６年（2024年）12月 23日 

◼ セミナーの開催：令和７年（2025年）２月５日  

 

   ●複合拠点の実現に向けた製造、研究、人材育成等の関係者によるネットワーク化（再掲） 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】 

道内の半導体エコシステムの構築に向け、AI・半導体人材の育成を通じた地域産業の活

性化プロジェクト（旭川）や、デジタル人材の育成を通じた地域課題の解決プロジェクト

（函館）などを実施。 

 

  ②プロジェクトの組成 

     ●北海道発の新製品・新技術の開発に向けた研究シーズと企業ニーズのマッチング支援 

➢ 北大連携型起業家育成施設入居企業支援事業【総合政策部】 

中小機構や札幌市と連携し、インキュベーション施設に支援人材を配置し、支援業務

を行うとともに、インキュベーション施設入居企業に対し、賃料補助を支給。 

◼ インキュベーション・マネージャーの配置：１名 

◼ 北大ビジネス・スプリング賃料補助件数：13件 

 

➢ 高度技術産業集積活性化事業【経済部】（再掲） 

「道立工業技術センター」の管理運営を行うとともに、これまで蓄積された技術・人材

等の集積を活用し、新事業創出を促進する取組を実施。 

◼ 個別技術相談：524件 

◼ 巡回技術相談：2件 

◼ 研究開発：10件 

 

   ○半導体関連企業と大学や研究機関などが連携して行う新技術、新商品の創出など、事業化に向けた

研究開発の支援 

➢ 高度技術産業集積活性化事業【経済部】（再掲） 

「道立工業技術センター」の管理運営を行うとともに、これまで蓄積された技術・人材

等の集積を活用し、新事業創出を促進する取組を実施。 

◼ 個別技術相談：524件 

◼ 巡回技術相談：２件 

◼ 研究開発：10件 

 

➢ イノベーション創出研究支援事業【総合政策部】 

ノーステック財団と連携し、道内の産学官共同研究グループが行う基礎的・先導的な研

究や事業化に向けた研究を支援。 

◼ 支援件数：18件 
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③スタートアップ等の創出 

●産学官が連携した起業家育成、伴走支援、誘致の促進等によるスタートアップの創出・集積 

➢ スタートアップ創出・集積促進事業【経済部】 

スタートアップ・エコシステムの拡大・強化のため、伴走支援による起業家の育成やビ

ジネス環境の国内外への PRなどを実施。 

◼ 起業家育成塾の開催：６回 

◼ アイデア創出支援の実施：道内５カ所（小樽、旭川、函館、釧路、帯広） 

◼ 事業開発支援の実施：５者に対してメンターによる伴走支援 

◼ スタートアップと自治体等のマッチング及び実証実験：３件 

◼ 海外起業家への道内定着支援：15者 

◼ PRイベントの開催：１回 

 

○研究成果の社会実装を迅速化するオープンイノベーションの推進 

➢ スタートアップ創出・集積促進事業【経済部】（再掲） 

スタートアップ・エコシステムの拡大・強化のため、伴走支援による起業家の育成やビ

ジネス環境の国内外への PRなどを実施。 

◼ 起業家育成塾の開催：６回 

◼ アイデア創出支援の実施：道内５カ所（小樽、旭川、函館、釧路、帯広） 

◼ 事業開発支援の実施：５者に対してメンターによる伴走支援 

◼ スタートアップと自治体等のマッチング及び実証実験：３件 

◼ 海外起業家への道内定着支援：15者 

◼ PRイベントの開催：１回 

 

 

方針３ 人材の安定供給 

  ①認知度・関心の向上 

   ●教育機関等と連携したセミナーや出前講座の実施 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

若年層における半導体を中心とした理系分野への関心向上や、半導体関連産業への人

材の安定供給を図るため、高校生向けの出前講座や小中学生向けの体験教室を実施。 

◼ 小中学校向け体験教室の開催：16校 

◼ 高校向け出前講座：25校（うち 2校は教育庁事業） 

 

 

   ○科学体験イベントなどの場を活用した若年層向けの半導体関連産業の紹介 

➢ 科学技術振興計画推進費（科学技術ふれあい推進事業費）【総合政策部】 

科学技術の持つ役割や重要性に対する認識向上を目的としたこども向け科学体験イベ

ントを開催。 

◼ 体験教室：令和６年（2024年）８月９日、参加人数 1,134 人（北海道大学高等教育

推進機構） 

◼ オンライン：令和 6年（2024年）７月１日～令和 7年（2025年）１月 31日、 

約 26,000アクセス 

 

②教育環境の整備 

 ●北海道半導体人材育成等推進協議会や教育機関と連携した教育内容の検討・充実 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 



7 

 

道内の半導体エコシステムの構築に向け、AI・半導体人材の育成を通じた地域産業の活

性化プロジェクト（旭川）や、デジタル人材の育成を通じた地域課題の解決プロジェクト

（函館）などを実施。 

 

 ●複合拠点の実現に向けた製造、研究、人材育成等の関係者によるネットワーク化（再掲） 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

道内の半導体エコシステムの構築に向け、AI・半導体人材の育成を通じた地域産業の活

性化プロジェクト（旭川）や、デジタル人材の育成を通じた地域課題の解決プロジェクト

（函館）などを実施。 

 

③人材の育成・誘致 

 ○IoT、ロボティクス等の先端技術等を有するデジタル人材の育成 

➢ プロフェッショナル人材センター運営事業【経済部】 

企業の課題解決に資するプロフェッショナル人材の確保と定着のため、道内企業への

紹介を実施。 

◼ 相談件数：221件 

◼ マッチング人数：177人 

 

➢ 地域企業の先端技術人材確保・育成等支援事業【経済部】 

道内ものづくり企業における IoT、ロボティクス等の先端技術を有する人材の確保、育

成及び職場定着のため、コーディネーターによる課題解決や専門人材の育成研修等によ

り地域企業の技術力向上を促進する取組を実施。 

◼ 生産性向上マネージャーの配置：７機関 

◼ 企業への専門家派遣：29件 

◼ 専門人材の育成研修：５回 

◼ 地域企業人材育成セミナー：１回 

 

 ●新規学卒者の道内半導体関連企業への就職に向けた企業説明会の開催 

➢ 北海道就業支援センター事業【経済部】 

北海道就業支援センター（ジョブカフェ・ジョブサロン北海道）及び地方５拠点にお

いて、高校生、大学生等に対し、職業カウンセリングや就活セミナー等を実施。 

 

 ●U･I ターンの促進に向けた移住支援金の支給や就職相談会の開催 

➢ UIJターン新規就業支援事業【経済部】 

東京圏からの UIJターンによる新規就業を促進するため、マッチングサイトを運営

し、移住して就業・起業した者に移住支援金及び地方就職支援金を給付する市町村に対

して補助金を支給。 

◼ 支給件数：166件 

 

➢ ものづくり産業分野人材確保支援事業【経済部】 

ものづくり企業における人材の確保・定着、技術力向上や雇用の拡大を図るため、道

外 UIターンイベントへの出展のほか、専門家派遣やセミナー開催等の取組を実施。 

◼ UIターンイベント出展：２回 

◼ ものづくり体験バスツアーの実施：６回 

◼ 企業への専門家派遣：17社 

◼ ものづくり企業セミナーの開催：20回 
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➢ 北海道移住受入体制強化事業【総合政策部】 

移住希望者の「しごと」、「住まい」、「暮らし」などの相談にワンストップで対応

するため、「北海道ふるさと移住定住推進センター」を東京（通称「どさんこ交流テラ

ス」）と札幌に設置・運営。 

 

➢ 道外大学生 U･Iターン促進事業費【経済部】 

道外学生の道内就職を促進するため、道外大学就職支援担当者と道内企業の交流会を

開催。 

◼ 東京：令和６年（2024年）10月９日、16校 32社参加 

◼ 大阪：令和６年（2024年）10月８日、４校 20社参加 

 

 ○外国人が安心して働き暮らせる環境づくりに向けた相談体制の充実や地域の対応力強化 

➢ 多文化共生総合相談ワンストップセンター運営事業【総合政策部】 

道内在住外国人向けの生活や就労等に関する一元的な相談窓口を運営したほか、道内

各地で移動相談会や専門家相談会等を実施。 

◼ 相談件数：2,433件 

◼ 相談会：休日相談会 12回、移動相談会 25回、専門家との相談会 15回 

 

➢ 外国人住民の地域共生推進事業費【総合政策部】 

相互理解を深め、地域社会への参画を促進するため、地域における外国人住民と日本

人住民が協働で企画した文化交流イベント（白老町・稚内市）及び防災研修（浜頓別

町）を支援。 

 

 ○外国人材定着のための企業へのセミナーやマッチングの実施 

➢ 外国人材受入・定着促進事業（高度人材確保）【総合政策部】 

海外の高度人材受入に関する企業向けセミナーや現地教育機関とのネットワーク構築

（インド・ベトナム）、現地 IT企業とのマッチング交流会（インド・ベトナム）を実

施。 

◼ ベトナム：令和６年（2024年）12月 16日～12月 22日 

     （参加道内企業数２社、訪問大学４校） 

◼ インド：令和 7年（2025年）１月 20日～1月 25日 

（参加道内企業数３社、訪問大学３校） 

 

➢ 道市連携海外展開推進事業（環境・DX等ビジネス共創支援事業）【総合政策部】 

道と札幌市が連携し、環境・DX分野等に関する展示会への出展や、道内企業と高度外

国人材のマッチング等を実施。 

◼ 台湾で開催された「Taiwan Innotech Expo」への出展：道内企業６社が参加（令和６

年（2024年）10月 17日～10月 19日） 

◼ オンライン合同企業説明会参加社数：14社 

◼ IT関連企業合同企業説明会参加社数：16社 

 

 ○ほっかいどう未来チャレンジ基金を活用した若者の海外留学や実践活動の応援 

➢ 北海道未来人財応援事業【総合政策部】 

北海道に貢献する意欲のある若者の海外での挑戦を応援し、北海道の将来を担う人材

の育成を図るため、「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を活用した助成事業を実施。 
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◼ 助成対象者：11名 

 

方針４－① 地域経済の活性化（デジタルの好循環の全道展開） 

①デジタルインフラの整備 

 ●本道の冷涼な気候や再生可能エネルギーを活かしたデータセンターなどの誘致 

➢ データセンター集積推進事業【経済部】 

冷涼な気候や豊富な再生可能エネルギーを活用した、省エネ・ゼロカーボンのデータセ

ンターとデジタル関連産業の全道展開を推進。 

◼ 北海道データセンターセミナーの開催：令和７年（2025年）１月 27日 

東京都内、参加者数 246名（会場参加 113名、オンライン参加 133名） 

◼ 海外データセンター誘致個別商談会の開催：令和７年(2025 年)２月 12日 

シンガポール、参加者数 11事業者（データセンター事業者、投資会社等） 

 

  ②DX関連企業の集積 

   ○AIや自動運転の DX関連企業などのデジタル産業の集積に向けたセミナーや展示会の開催 

➢ 道市連携海外展開推進事業（環境・DX等ビジネス共創支援事業）【総合政策部】（再

掲） 

道と札幌市が連携し、環境・DX分野等に関する展示会への出展や、道内企業と高度外

国人材のマッチング等を実施。 

◼ 台湾で開催された「Taiwan Innotech Expo」への出展：道内企業６社が参加（令和６

年（2024年）10月 17日～10月 19日） 

◼ オンライン合同企業説明会参加社数：14社 

◼ IT関連企業合同企業説明会参加社数：16社 

 

➢ IT企業競争力強化促進事業【経済部】 

道内 IT企業の競争力強化を図るため、様々な産業とのマッチングや道外展示会への出

展を実施し、販路拡大を支援。 

◼ マッチング相談会：道内３箇所（個別商談や見積提出に至った事例：９件） 

◼ 道外展示会への出展 

 

➢ 海外からの未来産業・DX/GX投資促進事業【総合政策部】（再掲） 

米国ニューヨーク州を訪問し、ニューヨーク州経済開発公社等と MOUを締結し、今後の

半導体関連の連携協力の枠組みを構築するとともに、米国や北欧において、本道への

DX・GXなどの投資呼び込み等に係るプロモーションを実施。 

 

   ○デジタル産業に係る開発拠点や本社機能移転に向けた誘致の強化 

➢ 半導体産業に係る複合拠点化事業【経済部】（再掲） 

半導体関連産業の集積促進のため、国内外の半導体関連展示会に出展。 

◼ 回数：４回 

・令和６年（2024年）：名古屋（10月）、東京（12月）、台湾（９月） 

・令和７年（2025年）：熊本（２月） 

 

➢ 地域連携型拠点誘致推進事業【経済部】 

首都圏企業と地域の自治体・大学等の連携を一層促進させるとともに、道内各地へのデ

ジタル関連産業などの開発拠点や本社機能移転に向けたセミナー開催などの誘致活動を展

開。 
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◼ 北海道企業立地セミナーの開催：令和６年（2024年）11月 19日、 

東京都内、参加者 250名（会場参加 112名、オンライン参加 138名）） 

◼ 北海道 PRデイズ（令和７年（2025年）２月３日～４日） 

東京都内、参加者数 84名 

 

➢ 企業立地促進費補助金【経済部】（再掲） 

本道への企業立地を促進するため、工場等を新増設する立地企業に対し補助金を支給。 

◼ 支給件数：32件 

 

  ③暮らしや産業のスマート化 

   ○AI、IoT等の技術活用によるアドバイザー派遣などによる企業の DX化支援 

➢ ものづくり産業におけるグリーン・デジタル推進事業【経済部】（再掲） 

脱炭素・DX を推進するセミナー等を実施するとともに、次世代自動車等の環境配慮型

産業への販路拡大、理解促進や人材育成等の取組を実施。 

◼ 商談会等の開催：３回 

◼ セミナーの開催：２回 

◼ 専門家派遣：16社 

◼ 現場見学会等の開催：３回 

 

    ○デジタル技術を活用した交流やビジネス手段の多角化による企業の生産性向上支援 

➢ 中小・小規模企業省エネ・デジタル環境整備緊急対策事業【経済部】 

物価高騰や人手不足等の影響を受けている道内中小・小規模企業等の業務効率化や生

産性向上等のため、デジタル技術導入による経営改善の取組に対し補助金を支給。 

◼ 交付件数：253件（申請件数 1,221件より審査の上、採択） 

 

○センシング技術やロボット技術等の開発による工場などの省力化支援 

➢ 地域企業の先端技術人材確保・育成等支援事業費【経済部】（再掲） 

道内ものづくり企業における IoT、ロボティクス等の先端技術を有する人材の確保、育

成及び職場定着のため、コーディネーターによる課題解決や専門人材の育成研修等によ

り地域企業の技術力向上を促進する取組を実施。 

◼ 生産性向上マネージャーの配置：７機関 

◼ 企業への専門家派遣：29件 

◼ 専門人材の育成研修：５回 

◼ 地域企業人材育成セミナー：１回 

 

   ○第一次産業におけるデジタル技術の活用及びものづくり産業との連携体制の構築 

➢ スマート漁業推進事業費【水産林務部】 

漁業の生産性向上や操業の効率化を図るため、スマート機器の体験会やマッチングフ

ェアを開催するとともに、定置網漁業における遠隔水中カメラの実証試験を実施。 

◼ 水中ドローン体験会：３回（後志、渡島、釧路管内） 

◼ マッチングフェア：２回（小樽地区、日高地区） 

◼ 定置網遠隔水中カメラ実証試験：１件（道南地区） 

 

➢ ICT技術等を活用したコンブ生産増大対策事業【水産林務部】 

漁場の分布状況の把握による漁場の効率的管理や生産過程の自動化を促進するため、

画像分析技術開発や共同乾燥設備モデル実証を実施。 
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◼ コンブ漁場調査区のための空撮画像分析技術に関する研究：１件（室蘭工業大学） 

◼ コンブ乾燥等設備実証作業委託：１件 

 

➢ スマート林業実装推進事業費【水産林務部】 

スマート林業の普及定着に向けて、実証事業や研修会などを実施。 

◼ 産学官金の関係者と連携し、先端技術による造林・原木生産・流通の効率化に向けた

実証 

◼ 先端技術を活用できる人材の育成に向けた研修会 

◼ 事業体等が ICT機器に触れる機会を作るための実演会：道内３カ所 

◼ 事業体による ICT機器等導入への支援 

 

➢ スマート農業推進事業【農政部】 

生産現場への着実なスマート農業技術の導入と全道への普及拡大を図るため、各地の

実証成果や活用事例の情報収集と提供、専門知識を有する地域人材の育成、地域の営農

体系に適した先端技術の導入支援等を実施。 

 

◼ ｢北海道スマート農業推進協議体｣によるメールマガジンの配信：17回 

◼ 道のホームページ等を活用した新技術やイベント等の情報発信 

◼ スマート農業技術の見学や体験の研修：５回 

 

➢ スマート農業加速化実証プロジェクト事業【農政部】 

ロボット・AI・IoT等の先端技術を活用した「スマート農業」の社会実装を加速化する

ため、農業改良普及センターが国の実証事業に参画し、スマート農業技術の導入効果の

検証を実施。 

◼ 実施箇所：道内２地区 

 

➢ 農業支援サービス事業緊急拡大支援対策事業【農政部】 

農作業の効率化や省力化に向けて、機械のレンタルなどの農業支援サービスの体制を強

化するため、サービスを提供する事業者が必要とするスマート農業機械等の導入に対して

補助金を支給。 

 

➢ ICT活用種馬鈴しょ生産実証事業【農政部】 

種馬鈴しょ生産における異常株抜き取り作業の負担軽減を図るため、データ収集によ

る AIの異常株判別の精度向上と異常株位置のマッピング技術を活用した抜き取り作業の

省力化の検証を実施。 

◼ 実証試験及び成果報告会：道内３箇所 

 

   ○ドローンの利活用の可能性の調査・検証 

➢ 北海道ドローン活用実証事業【経済部】 

「北海道 Society5.0」の実現に向けて、ドローンの利活用の可能性を調査・検証し、道

民に対して周知を図るため、自治体の関心の高い災害対策について、平時と災害時をまた

ぐシームレスなドローンの活用について実証を行い、その結果や明らかとなった課題等を

とりまとめ、ハンドブックとして公開。 

 

   ○自動運転の通年実用化に向けた実証試験誘致の取組や自治体と企業とのマッチング支援 

➢ 自動運転車開発拠点化促進事業【経済部】 
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自動運転の通年実用化や社会実装の実現のため、本道での自動運転の研究開発拠点化の

促進に向けた取組を実施。 

◼ 産学官連携の会議：２回 

◼ 自動運転関連展示会への出展：１回 

◼ 現地視察会：１回 

◼ 自動運転セミナー：１回 

◼ ワンストップ相談窓口における相談件数：26件 

 

 

方針４－② 地域経済の活性化（地域の付加価値の向上） 

①関連投資や関係人口の拡大 

 ●オンライン商談会や海外展示会出展など商談機会創出や北海道ブランドの発信 

➢ 海外からの投資誘致促進事業【総合政策部】（再掲） 

本道の優位性が活かせる産業や成長分野をターゲットとして、海外からの投資を呼び込

むため、海外企業等を招へいし、視察や商談支援・海外プロモーション等を実施。 

◼ 海外企業等の招へい 14件 

◼ 「SEMICON TAIWAN 2024」への出展（令和６年（2024年）９月４日～６日） 

◼ 台湾の半導体関連企業・団体へ向けた投資誘致セミナーを開催 

開催日：令和６年（2024年）９月５日 参加：24社 

 

➢ 海外アンテナショップの支援強化による販路拡大推進事業費【経済部】 

シンガポール及びバンコクにて、テスト販売や商談会等を実施。 

◼ シンガポール： 

・道産酒類・食品商談会(令和６年（2024年）11月) 

・秋の北海道フェア(令和６年（2024年）11月～12月) 

・新春の北海道フェア(令和 7年（2025年）１月～２月) 

・シンガポールの百貨店内にどさんこプラザサテライト店を設置し、11月 1日から 

1ヶ月間、テストマーケティングを実施。 

◼ バンコク： 

・道産酒類商談会(令和７年（2025年）１月) 

・プレミアム食品商談会(令和７年（2025年）１月) 

・和菓子フェア(令和６年（2024年）11月) 

・北海道フェア(令和７年(2025年)１月～２月) 

 

➢ 北海道さっぽろ「食と観光」情報館運営費【経済部】 

本道が高い競争力を持つ「食」と「観光」の魅力をアピールする総合情報拠点とし

て、「北海道さっぽろ『食と観光』情報館」を札幌市との連携のもと運営。 

◼ 場所：JR札幌駅西側コンコース北口     

◼ 機能：観光案内、道産品の展示販売 

◼ 入館者数:1,432,214人 

 

 ●デジタルメディアや観光アプリ等を通じた情報発信 

➢ 誘客促進強化事業費【経済部】 

国内外での PRやマスコミ等の活用により、道内外観光客の誘客を推進。 

◼ 旅行会社を対象とした観光情報交換会の開催：４回 

◼ 道内空港と直航便が就航している国・地域等に向けた Web・SNS等を通じた情報発信 
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◼ 全国で開催される観光 PR催事への出展：全国 26都市 31会場 

◼ 国内外プロモーション：国内 16件、海外 14件、パブリケーション７件、 

地域支援事業 14件、Webコンテンツ作成 

 

②地域の優位性発揮 

 ●デジタル等の成長分野や食、観光など本道の強みを活かした企業誘致 

➢ 企業立地促進費補助金【経済部】（再掲） 

本道への企業立地を促進するため、工場等を新増設する立地企業に対し補助金を支給。 

◼ 支給件数：32件 

 

➢ 環境負荷低減型産業集積・人材育成事業【経済部】（再掲） 

ものづくり企業関係者を対象に、道内ものづくり企業の技術や本道の立地優位性を PR

するセミナーの開催や展示会に出展。 

◼ 北海道企業立地セミナーの開催 

・東京 ：令和６年（2024年）11月 19日  

参加者 250名（会場参加 112名、オンライン参加 138名） 

・名古屋：令和７年（2025年）２月６日  

参加者 112名（会場参加 69名、オンライン参加 43名） 

・大阪 ：令和７年（2025年）２月 13日  

参加者 110名（会場参加 68名、オンライン参加 42名） 

◼ メッセナゴヤへの出展：令和６年（2024年）10月 30日（来場者 52,742名） 

 

➢ データセンター集積推進事業【経済部】（再掲） 

冷涼な気候や豊富な再生可能エネルギーを活用した、省エネ・ゼロカーボンのデータセ

ンターとデジタル関連産業の全道展開を推進。 

◼ 北海道データセンターセミナーの開催：令和７年（2025年）１月 27日 

東京都内、参加者数 246名（会場参加 113名、オンライン参加 133名） 

◼ 海外データセンター誘致個別商談会の開催：令和７年(2025 年)２月 12日 

シンガポール、参加者数 11事業者（データセンター事業者、投資会社等） 

 

 ●観光地の DX化への支援など地域の魅力を活かした観光地づくりの推進 

➢ 地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業費【経済部】 

多様化する観光客ニーズに対応するため、地域の観光資源を活用した商品づくり、二

次交通の整備等、地域が取り組む観光地づくり及び受入体制の整備を実施。 

◼ 支援事業数：43件 

 

➢ 広域観光周遊促進事業費【経済部】 

インバウンド等の需要の地域偏在の解消を図るため、地域コンテンツの開発やモデル

ルートの造成、二次交通データのオープン化促進等を実施。 

◼ 実施事業数：10件 

 

   ○ビジネス機会の拡大や人材の獲得支援などによる宇宙関連産業の振興 

➢ 宇宙関連ビジネス加速化プロジェクト推進事業【経済部】 

宇宙関連産業の成長産業化を目指し、宇宙産業参入促進セミナー等を開催するほか、

学生等を対象とした宇宙産業に特化した企業説明会を実施。 

◼ 宇宙産業参入促進セミナーの開催：１回 
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◼ 展示会への出展：２回 

◼ 企業説明会・就業体験会：各１回 

     

  ③新たな需要の取り込み 

   ○食や自然、環境など本道の強み、特性を活かした MICEや投資の誘致 

➢ MICE誘致支援事業費【経済部】 

本道への MICE 誘致を促進するため、国内外でのプロモーション強化など市町村の取組

を支援し、道で開催されるコンベンションに対して補助金を支給。 

◼ 海外 MICEセミナー・商談会・セールスコールの実施：韓国 

◼ 韓国バイヤー招へいによる受入環境の充実 

◼ 首都圏等での商談会の開催及び出展 

◼ コンベンションへの補助金支援：８件 

 

➢ 海外からの投資誘致促進事業【総合政策部】（再掲） 

本道の優位性が活かせる産業や成長分野をターゲットとして、海外からの投資を呼び込

むため、海外企業等を招へいし、視察や商談支援・海外プロモーション等を実施。 

◼ 海外企業等の招へい 14件 

◼ 「SEMICON TAIWAN 2024」への出展（令和６年（2024年）９月４日～６日） 

◼ 台湾の半導体関連企業・団体へ向けた投資誘致セミナーを開催 

開催日：令和６年（2024年）９月５日 参加：24社 

 

   ○国内外の観光客の誘客促進 

➢ 誘客促進強化事業費【経済部】（再掲） 

国内外での PRやマスコミ等の活用により、道内外観光客の誘客を推進。 

◼ 旅行会社を対象とした観光情報交換会の開催：４回 

◼ 道内空港と直航便が就航している国・地域等に向けた Web・SNS等を通じた情報発信 

◼ 全国で開催される観光 PR催事への出展：全国 26都市 31会場 

◼ 国内外プロモーション：国内 16件、海外 14件、パブリケーション７件、 

地域支援事業 14件、Webコンテンツ作成 

 

➢ 北海道さっぽろ「食と観光」情報館運営費【経済部】（再掲） 

本道が高い競争力を持つ「食」と「観光」の魅力をアピールする総合情報拠点とし

て、「北海道さっぽろ『食と観光』情報館」を札幌市との連携のもと運営。 

◼ 場所：JR札幌駅西側コンコース北口     

◼ 機能：観光案内、道産品の展示販売 

◼ 入館者数:1,432,214人 

 

➢ 北海道教育旅行活性化事業費【経済部】 

北海道への教育旅行の誘致を図るため、情報発信及び関係者に対するプロモーションを

実施。 

◼ 教育旅行ガイドブック改訂や道外説明会：３カ所 

◼ 教育旅行関係者の招聘：66名 

◼ 道内関係者向け講習会：３カ所 
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➢ どさんこ旅サロン（北海道さっぽろ観光情報センター）の運営･利用促進事業費【経済

部】 

北海道観光の魅力をアピールする情報拠点として、観光情報センターの運営や利用を促

進。 

◼ 総来店数（令和６年（2024年）４月～令和７年（2025年）３月）：4,339名 

 

➢ インバウンド再興事業費【経済部】 

本格的なインバウンド回復に向けて、市場特性や旅行者ニーズに応じたプロモーショ

ンやアウトバウンド送客等の交流促進による誘客強化を図るため、現地旅行博への出展

や北海道観光セミナーの開催、旅行会社や航空会社等へのセールスコールのほか、最新

の北海道観光情報の発信を実施。 

◼ 海外プロモーション：14件 

 

➢ テーマ別観光推進事業費【経済部】 

本格的なインバウンド回復に向け、高付加価値な旅行について、新たな市場特性や旅

行者ニーズ等に応じるため、現地旅行博への出展や北海道観光セミナーの開催、旅行会

社や航空会社等へのセールスコールのほか、「ワイン」、「ケア」、「ナイト」をテー

マとした北海道観光情報の発信を実施。 

◼ 海外プロモーション：14件 

 

   ○ワーケーション等の滞在型観光の推進 

➢ アドベンチャートラベル推進事業費【経済部】 

ATWS2023開催で得られた諸課題に対応した受入体制の構築や、戦略的な市場開拓及び

地域の AT推進の取組を支援。 

◼ モデルコース造成：29本 

◼ FAMツアー実施：旅行会社・メディア各 1回 

◼ 本道の ATを PRする映像制作及び発信、ポータルサイトにおける記事制作・発信、国

際線機内誌における ATガイド PR、SNSにおける国内向け情報発信 

◼ 本州の旅行会社を招聘した研究会の実施：２回 

◼ ATの取組を始める地域等への専門家派遣：23カ所 

◼ 基礎セミナーの開催：６地域 

◼ AT商談会の開催 

 

➢ 地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業費【経済部】（再掲） 

多様化する観光客ニーズに対応するため、地域の観光資源を活用した商品づくり、二

次交通の整備等、地域が取り組む観光地づくり及び受入体制の整備を実施。 

◼ 支援事業数：43件 

 

➢ 北海道型ワーケーション推進事業【総合政策部】 

関係人口の創出・拡大のため、北海道型ワーケーションポータルサイト（ワンストップ

窓口）の充実を図るとともに、地域研修会の実施や企業向けマッチングイベントを開催。 

◼ ワンストップ窓口（ポータルサイト）の運営 

◼ 首都圏でのマッチングイベント開催：年２回 

◼ 市町村の受入体制の強化をサポートする研修会を開催：２地域 

  



16 

 

Ⅱ 目標値の現状について 

 指標 策定時 現状値 目標値 

方
針
１ 

半導体関連企業の出荷額 
2,108億円 

（2021年） 

2,882億円 
（2023年） 

1兆 3,162億円 

（2033年） 

半導体関連企業の数 
117件 

（2024年 3月） 

169件 

（2026年 3月） 

173件 

（2034年 3月） 

方
針
２ 

大学や高専における半導体に関

する共同研究などの産学官連携

数（累計） 

－ 
27件 

（2024年度） 

200件 

（2034年 3月） 

半導体に関するスタートアップ

の創出・集積数（累計） 

１件 

（2024年 2月） 

１件 

（2025年 6月） 

11件 

（2034年 3月） 

方
針
３ 

半導体関連企業の雇用者数 
6,857人 

（2022年 6月） 

7,561人 
（2024年 6月） 

12,607人 

（2033年 6月） 

道内理工系大学院・

大学・高専卒業社 

及び修了者の 

道内就職率 

大学・ 

高専 

40％ 

（2023年 3月） 

36% 

（2025年 3月） 

50％ 

（2034年 3月） 

大学院 
18％ 

（2023年 3月） 

17% 

（2025年 3月） 

25％ 

（2034年 3月） 

方
針
４ 

半導体関連企業による 

道内総生産への影響額 
－ － 

1兆 259億円 

（2033年度） 
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Ⅲ 参考（道以外が実施主体となる主な事業）        

方針 取組 事業名 実施主体 

方針１ 

半導体関連

産業の集積 

① 受入環境の

整備 

千歳美々ワールド整備事業 千歳市 

道央圏連絡道路 中樹林道路 北海道開発局 

道央圏連絡道路 長沼南幌道路 北海道開発局 

流域治水整備事業 石狩川下流 北海道開発局 

新千歳空港 受入機能強化・耐震対策 北海道開発局 

石狩湾新港西地区国際物流ターミナル整備

事業 
北海道開発局 

苫小牧港東港区浜厚真地区複合一貫輸送タ

ーミナル整備事業 
北海道開発局 

再エネの開発に係る環境省事業 
北海道地方環境事

務所 

② 道内企業の

参入促進・

取引拡大 

北海道半導体人材育成等推進協議会 北海道経済産業局 

③ サプライチ

ェーンの 

強化 

次世代半導体拠点推進事業 千歳市 

方針３ 

人材の安定

供給 

②教育環境の 

整備 
北海道半導体人材育成等推進協議会 北海道経済産業局 

③人材の育成・

誘致 

公的職業訓練・求職者支援制度 北海道労働局 

人材開発助成金 北海道労働局 

北海道における産業施策と雇用施策の一体

的実施事業 
北海道労働局 

UIJターン就職・地元就職・人材確保支援

事業 
千歳市 

方針４－②  

地域経済の

活性化 

③新たな需要の

取り込み 
国立公園等利用等推進事業費 

北海道地方環境事

務所 

 


